
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両

通
り
）
。

な
お
本
総
会
に
先
立
ち
、

退
任
議
員
へ
栗
林
会
頭
よ
り

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。

▽
対
象
者
は
次
の
９
人

村
井
順
一
氏
島
本
幸
一
氏


中
島
太
郎
氏
長
田
武
興
氏


森
本
一
弘
氏
伊
貝
正
志
氏


佐
藤
俊
晴
氏
前
田
秀
幸
氏


小
船
井
健
一
郎
氏

と
決
意
を
述
べ
た
。

そ
の
後
、
栗
林
会
頭
が
議

長
を
務
め
、
副
会
頭
・
専
務

理
事
・
常
議
員
・
監
事
の
選

任
が
行
わ
れ
た
。

副
会
頭
に
は
、
現
職
の
濱

屋
宏
隆
氏
（
東
部
開
発
㈱
・

代
表
取
締
役
社
長
）
、
白
崎

義
章
氏
（
白
崎
建
設
㈱
・
代

表
取
締
役
会
長
）
、
森
村
好

幸
氏
（
釧
路
信
用
金
庫
・
理

事
長
）
、
羽
刕
洋
氏
（
㈱
釧

路
製
作
所
・
代
表
取
締
役
社

長
）
の
再
任
が
満
場
一
致
で

承
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
専
務

理
事
に
お
い
て
も
川
村
修
一

氏
が
再
任
さ
れ
た
。

常
議
員
の
選
任
で
は
、
選

考
委
員
会
（
浅
川
正
紳
選
考

委
員
長
）
に
お
い
て
審
議
し

た
選
考
結
果
が
提
案
さ
れ
、

常
議
員

人
を
承
認
。
最
後

に
、
監
事
は
退
任
す
る
森
本

一
弘
氏
に
代
わ
り
、
新
た
に

久
保
田
庸
央
氏
（
弁
荒
井
・

久
保
田
総
合
法
律
事
務
所
）

を
加
え
た
３
人
が
選
任
さ
れ

た
（
役
員
・
議
員
は
別
掲
の

輪
運
輸
㈱
・
代
表
取
締
役
社

長
）
の
再
任
が
満
場
一
致
で

承
認
さ
れ
た
。

５
期
目
と
な
る
栗
林
会
頭

は
「
大
変
光
栄
で
あ
る
と
同

時
に
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
。
こ
れ
か
ら
の
３
年
間
、

周
年
を
契
機
に
展
開
し
て
き

た
事
業
を
軌
道
に
乗
せ
る
な

ど
、
地
域
の
発
展
に
結
び
つ

く
活
動
に
尽
力
し
て
い
く
」

者
へ
お
礼
と
議
事
に
対
す
る

忌
憚
の
な
い
意
見
を
求
め

た
。会

頭
の
選
任
で
は
、
天
方

智
順
常
議
員
を
議
長
に
議
事

が
進
行
。
栗
林
会
頭
（
三
ッ

開
会
あ
い
さ
つ
で
栗
林
会

頭
は
、

月

日
（
木
）
に

逝
去
し
た
益
子
良
弘
常
議
員

へ
こ
れ
ま
で
の
感
謝
と
哀
悼

の
意
を
述
べ
た
の
ち
、
出
席

最
後
に
森
田
氏
は
「
今
日

を
契
機
に
〝
二
地
域
居
住
と

い
え
ば
釧
路
〟
と
い
う
モ
デ

ル
を
一
緒
に
作
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

構
築
し
滞
在
施
設
の
多
様
化

や
地
域
と
交
流
で
き
る
ハ
ブ

機
能
の
設
置
、
都
内
で
交
流

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
実
施
し
て

い
く
と
話
し
た
。

今
後
の
戦
略
は
、
涼
し
さ

を
求
め
る
『
涼
し
さ
層
』
、

自
分
の
居
場
所
を
求
め
る

『
中
間
層
』
、
起
業
な
ど
で

自
己
実
現
を
行
う
『
自
己
実

現
層
』
の
３
段
階
に
タ
ー
ゲ

ッ
ト
を
区
分
し
、
季
節
に
関

わ
ら
ず
来
訪
が
期
待
で
き
る

中
間
・
自
己
実
現
層
の
増
加

と
定
着
化
を
目
指
し
た
環
境

整
備
な
ど
を
計
画
し
て
い
る

と
説
明
。
さ
ら
に
、
５
年
後

に
は
二
地
域
居
住
者
を
１
万

人
誘
致
、
年
間

億
円
の
経

済
波
及
効
果
を
目
標
に
、
官

民
連
携
に
よ
る
推
進
体
制
を

都
市
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
委

員
会
（
西
村
智
久
委
員
長
）

が
担
当
す
る
第
２
４
０
回
議

員
例
会
を

月

日
（
金
）

正
午
よ
り
開
催
し
、
役
員
議

員
ら
約

人
が
出
席
し
た
。

今
回
は
『
廃
墟
す
ら
資
産

～
二
地
域
居
住
者
の
釧
路
定

着
は
逆
転
の
大
チ
ャ
ン
ス

～
』
と
題
し
、
釧
路
市
が
進

め
る
二
地
域
居
住
の
戦
略
に

つ
い
て
、
立
案
に
携
わ
っ
た

（
同
）
う
さ
ぎ
企
画
の
森
田

創
代
表
が
講
演
し
た
。

は
じ
め
に
森
田
氏
は
「
二

地
域
居
住
者
は
、
地
域
と
の

交
流
を
深
め
定
着
す
る

こ
と
で
将
来
、
地
域
の

新
た
な
担
い
手
に
も
な

り
得
る
」
と
説
明

ま

た

二
地
域
居
住
を
進

め
る
上
で
の
課
題
と
し

て
、
釧
路
の
長
期
滞
在

者
は
夏
季
に
集
中
し
冬

季
が
少
な
い
こ
と
や


代
以
上
が
９
割
で
移
住

や
新
事
業
の
創
出
に
つ

な
が
り
に
く
い
点
を
挙

げ
、
現
役
層
の
増
加
が

必
要
と
述
べ
た
。

た
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
を
成
功
に

導
き
、
今
年
度
も
同
会
長
と

し
て
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
や
ま
ち
づ

く
り
に
情
熱
を
注
ぎ
、
そ
の

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
こ
と
な
ど
か
ら
選
考
委
員

の
総
意
と
し
て
推
薦
に
至
っ

た
。選

任
さ
れ
た
田
野
氏
は

「
釧
路
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
創
立
さ
れ

て
か
ら

年
の
歴
史
が
あ

る
。
こ
れ
ま
で
受
け
継
が
れ

て
き
た
会
長
の
職
は
非
常
に

重
く
責
任
を
感
じ
て
い
る｣

と
述
べ
「
先
人
が
切
り
拓
い

て
き
た
釧
路
を
未
来
に
つ
な

げ
て
い
く
た
め
に
も
、
地
域

の
課
題
を
皆
さ
ん
と
共
有
し

歩
み
を
止
め
る
こ
と
な
く
行

動
し
て
い
き
た
い
」
と
次
年

度
へ
の
決
意
を
語
っ
た
。

青
年
部
（
＝
釧
路
Ｙ
Ｅ
Ｇ

・
尾
越
亮
介
会
長
）
の
臨
時

総
会
が

月

日
（
水
）
午

後
６
時

分
よ
り
釧
路
セ
ン

チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ

ル
で
開
催
さ
れ
、
約

人
が

出
席
し
た
。

総
会
で
は
、
尾
越
会
長
と

阿
部
将
和
直
前
会
長
が
あ
い

さ
つ
し
た
後
、
令
和
８
年
度

会
長
の
選
任
が
行
わ
れ
、
田

野
竜
之
介
氏
（
㈲
た
の
塗
装

工
業
・
代
表
取
締
役
）
が
全

会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

会
長
の
選
任
は
、
立
候
補

者
を
募
っ
た
が
不
在
だ
っ
た

た
め
選
考
委
員
会
を
設
置

し
、
会
長
適
任
者
と
し
て
田

野
氏
を
推
薦
す
る
こ
と
を
決

定
。主

な
選
考
理
由
は
、
釧
路

Ｙ
Ｅ
Ｇ
で
副
会

長
や
専
務
理
事

を
歴
任
し
た
こ

と
。
加
え
て
、

昨
年
度
は
北
海

道
商
工
会
議
所

連
合
会
の
筆
頭

副
会
長
と
し
て

釧
路
で
開
催
し

た
。森

村
好
幸
副
会
頭
は
２
期

目
に
あ
た
り
「
物
価
高
や
人

材
不
足
な
ど
中
小
企
業
を
取

り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
状
況

で
あ
る
。
次
な
る
１
０
０
年

の
た
め
、
必
要
な
こ
と
は
何

で
も
実
行
し
て
い
く
」
と
決

意
を
述
べ
た
。

同
じ
く
２
期
目
と
な
る
羽

刕
洋
副
会
頭
は
「
新
た
な
挑

戦
と
成
功
事
例
を
増
や
し
、

若
者
を
中
心
に
地
域
に
誇
り

を
持
て
る
、
活
力
に
満
ち
た

社
会
の
実
現
に
全
力
で
取
り

組
む
」
と
話
し
た
。

ま
た
、
５
期
目
の
川
村
修

一
専
務
理
事
は｢

正
副
会
頭


議
員
の
皆
さ
ん
の
活
動
を
支

え
、
意
欲
を
持
ち
働
け
る
環

境
づ
く
り
や
事
務
局
の
活
性

化
、
Ｄ
Ｘ
な
ど
を
推
進
し
効

率
化
を
目
指
す｣

と
述
べ
た


そ
の
後
、
記
者
か
ら
の
質

問
に
そ
れ
ぞ
れ
が
回
答
し

た
。な

お
、
当
日
欠
席
と
な
っ

た
白
崎
義
章
副
会
頭
は
３
期

目
に
あ
た
り
「
道
東
道
の
延

伸
や
港
湾
施
設
と
い
っ
た
社

会
資
本
の
整
備
、
災
害
に
強

い
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
早

期
構
築
に
尽
力
す
る
」
と
コ

メ
ン
ト
を
寄
せ
た
。

次
に
、
４
期
目
の
濱
屋
宏

隆
副
会
頭
は
「
地
域
課
題
の

解
決
の
た
め
引
き
続
き
会
頭

を
支
え
る
。
ま
た
、
Ｋ
Ｃ
ボ

ー
ド
を
力
強
く
骨
太
に
推
進

し
、
１
１
０
年
の
節
目
に
は

１
０
０
以
上
の
地
域
ビ
ジ
ネ

ス
が
立
ち
上
が
っ
て
い
る
未

来
を
目
指
し
た
い
」
と
語
っ

臨
時
議
員
総
会
終
了
後
に

は
、
正
副
会
頭
、
専
務
理
事

に
よ
る
就
任
会
見
を
行
っ

た
。は

じ
め
に
、
５
期
目
と
な

る
栗
林
定
正
会
頭
は
「
１
０

０
周
年
記
念
事
業
と
し
て
Ｋ

Ｃ
ボ
ー
ド
や
ク
ー
ル
ス
テ
イ

釧
路
を
立
ち
上
げ
、
種
を
蒔

い
た
こ
れ
か
ら
の
３
年
は


新
た
な
産
業
を
芽
吹
か
せ
、

地
域
の
発
展
に
尽
力
し
て
い

く
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

第号

釧路商工会議所

釧路市大町１丁目１番１

電話代表41－4141

編集兼発行人

川村 修一

印刷 釧路新聞社

二
地
域
居
住
の
戦
略
説
く

第

回
議
員
例
会

森
田
氏
が
講
演

次
年
度
会
長
を
選
任

Ｙ
Ｅ
Ｇ
臨
時
総
会尾越会長から花束を受ける

田野次年度会長（右）

地
域
の
発
展
に
尽
力

会
頭
副
会
頭
ら
記
者
会
見

再
任
し
た
正
副
会
頭
と

専
務
理
事

４日に開催された臨時議員総会

臨
時
議
員
総
会
を
開
催

栗
林
体
制
５
期
目
ス
タ
ー
ト

令
和
７
年
度
第
１
回
臨
時
議
員
総
会
を
４
日
（
火
）
午
前

時
よ
り
道
東
経
済
セ
ン

タ
ー
ビ
ル
で
開
催
し
、
委
任
状
を
含
め
た

人
の
役
員
議
員
が
出
席
。
栗
林
定
正
会
頭

の
再
任
を
は
じ
め
全
て
の
役
員
が
選
任
さ
れ
、
栗
林
体
制
５
期
目
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

二地域居住の戦略を聞く役員議員ら

１０２０２５年（令和７年）１１月１５日（土曜日）（第三種郵便物認可）


